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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置の高いコントラスト比と広視野角
を同時に確保でき、液晶分子の速い応答速度を実現する
だけなく、液晶表示装置の側面視認性を向上させること
のできる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】第１画素電極及び第２画素電極は複数の枝
電極を含み、第１画素電極の枝電極と第２画素電極の枝
電極は交互に配置されており、第１画素電極の枝部と第
２画素電極の枝部は、互いに隣接した第１画素電極の枝
部と第２画素電極の枝部との間隔が相対的に広い第１領
域と、互いに隣接した第１画素電極の枝部と第２画素電
極の枝部との間隔が相対的に狭い第２領域とを含み、第
１領域と前記第２領域のうちの少なくとも一つに配置さ
れている第１画素電極の枝部と第２画素電極の枝部は、
ゲート線と第１角度を成す第１部分と、ゲート線と第２
角度を成す第２部分とを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する第１基板と第２基板、
　前記第１基板と前記第２基板の間に介されて、液晶分子を含む液晶層、
　前記第１基板上に形成されているゲート線、及び
　前記基板上に配置されている第１画素電極と第２画素電極を含み、
　前記第１画素電極及び前記第２画素電極は複数の枝電極を含み、前記第１画素電極の枝
電極と前記第２画素電極の枝電極は交互に配置されており、
　前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部は、互いに隣接した前記第１画素電
極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔が相対的に広い第１領域と、互いに隣接した
前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔が相対的に狭い第２領域とを
含み、
　前記第１領域と前記第２領域のうちの少なくとも一つに配置されている前記第１画素電
極の枝部と前記第２画素電極の枝部は、前記ゲート線と第１角度を成す第１部分と、前記
ゲート線と第２角度を成す第２部分とを含む液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１角度は前記第２角度より大きく、
　前記第２角度は４５度である、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１角度と前記第２角度の差は、３度乃至２２．５度である、請求項２に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１角度を成す枝部は前記第２領域に配置されている、請求項３に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記第１角度は前記第２角度より小さく、
　前記第２角度は約４５度である、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１角度と前記第２角度の差は、３度乃至２２．５度である、請求項５に記載の液
晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１角度を成す枝部は前記第２領域に配置されている、請求項５に記載の液晶表示
装置。
【請求項８】
　前記第１角度を成す前記第１部分と前記第２角度を成す前記第２部分は交互に続いて配
置されている、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１角度は約４５度より大きい、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第１角度は４５度より３度乃至２２．５度大きい、請求項９に記載の液晶表示装置
。
【請求項１１】
　前記第１角度は４５度より小さい、請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１角度は４５度より３度乃至２２．５度大きい、請求項１１に記載の液晶表示装
置。
【請求項１３】
　前記第１角度を成す前記第１部分と前記第２角度を成す前記第２部分は交互に続いて配
置されている、請求項２乃至４に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
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　前記第１基板上に形成されて、第１電圧を伝達する電圧伝達線、
　前記第１基板上に形成されて、第２電圧を伝達するデータ線、
　前記第１基板上に配置されており、前記ゲート線、電圧伝達線、及び前記第１画素電極
に接続されている第１薄膜トランジスタ、そして
　前記第１基板上に配置されており、前記ゲート線、前記データ線、及び前記第２画素電
極に接続されている第２薄膜トランジスタをさらに含む、請求項１乃至１３に記載の液晶
表示装置。
【請求項１５】
　前記第１部分と前記第２部分は互いに隣接して配置されている、
請求項１乃至１４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、現在、最も幅広く使用されている平板表示装置の一つであって、画素
電極など電界生成電極が形成されている二枚の表示板と、その間に挿入されている液晶層
からなり、電界生成電極に電圧を印加して液晶層に電界を生成し、これを通じて液晶層の
液晶分子の配向を決定して入射光の偏光を制御することにより映像を表示する。
【０００３】
　液晶表示装置は、また、各画素電極に接続されているスイッチング素子、及びスイッチ
ング素子を制御して画素電極に電圧を印加するためのゲート線とデータ線など多数の信号
線を含む。
【０００４】
　このような液晶表示装置の表示品質を高めるために、高いコントラスト比（ｃｏｎｔｒ
ａｓｔ　ｒａｔｉｏ）と優れた広視野角、速い応答速度を有する液晶表示装置の実現が求
められ、視認性に優れた液晶表示装置の提供が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、液晶表示装置の高いコントラスト比と広視野角を同時に確保でき、液
晶分子の速い応答速度を実現するだけなく、液晶表示装置の側面視認性を向上させること
のできる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、互いに対向する第１基板と第２基板、前記
第１基板と前記第２基板の間に介されて、液晶分子を含む液晶層、及び前記基板上に配置
されて、互いに分離されている第１画素電極と第２画素電極を含み、前記第１画素電極及
び前記第２画素電極は複数の枝電極を含み、前記第１画素電極の枝電極と前記第２画素電
極の枝電極は交互に配置されており、前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
との間隔が相対的に広い第１領域と、前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
との間隔が相対的に狭い第２領域とを有し、前記第１画素電極及び前記第２画素電極を上
下二等分する横中央線と、前記第１画素電極の枝部及び前記第２画素電極の枝部のうちの
少なくとも一つとが成す角度は、互いに異なる大きさの第１角度と第２角度を含む。
【０００７】
　前記第１角度は前記第２角度より大きく、前記第２角度は４５度でありうる。
【０００８】
　前記第１角度と前記第２角度の差は、３度乃至約２２．５度でありうる。
【０００９】
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　前記第１角度を成す枝部が配置されている領域は前記第２領域でありうる。
【００１０】
　前記第１角度は前記第２角度より小さく、前記第２角度は４５度でありうる。
【００１１】
　前記第１角度を成す部分と前記第２角度を成す部分は、交互に続いて配置されてもよい
。
【００１２】
　前記第１角度は４５度より大きく、前記第１角度は４５度より３度乃至２２．５度大き
くてもよい。
【００１３】
　前記第１角度は４５度より小さく、前記第１角度は４５度より３度乃至２２．５度大き
くてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の一実施形態によれば、液晶表示装置の高いコントラスト比と広視野角を同時に
確保でき、液晶分子の速い応答速度を実現するだけなく、画素領域を高階調領域と低階調
領域に区分して、高階調領域における画素電極の枝部が画素電極の横中央線と成す角度を
種々にすることによって、液晶表示装置の側面視認性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構造、及び、一画素を示す等価回路図
である。
【図３】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の概略的な断面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【図５】図４の液晶表示板アセンブリのＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６Ａ】図４及び図５に示した実施形態に係る液晶表示装置の画素の配置図である。
【図６Ｂ】図６Ａにおける点線部分の拡大図である。
【図７】本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【図８Ａ】図７に示した実施形態に係る液晶表示装置の画素の配置図である。
【図８Ｂ】図８Ａにおける点線部分の拡大図である。
【図９】本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【図１０Ａ】図９に示した実施形態による液晶表示装置の画素の配置図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａにおける点線部分の拡大図である。
【図１１】本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【図１２Ａ】図１１に示した実施形態に係る液晶表示装置の画素の配置図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａにおける点線部分の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について本発明が属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明
は種々の異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
【００１７】
　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細
書の全体にわたって類似する部分に対しては同一の図面符号を付けた。層、膜、領域、板
などの部分が他の部分の「上」にあるという時、これは他の部分の「すぐ上」にある場合
だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の部分の「すぐ
上」にあるという時には、中間に他の部分がないことを意味する。
【００１８】
　次に、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置について、図面を参照して詳細に説明す
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る。
【００１９】
　まず、図１乃至図３を参照して、本発明の実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置のブロック図であり、図２は、本発明
の一実施形態に係る液晶表示装置の構造、及び、一画素を示す等価回路図であり、図３は
、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の概略的な断面図である。
【００２１】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、液晶表示板アセンブリ
（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｐａｎｅｌ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）３００、ゲート駆動
部（ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ）４００、データ駆動部（ｄａｔａ　ｄｒｉｖｅｒ）５００
、階調電圧生成部（ｇｒａｙ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｇｅｎｅｒａｔｏｒ）８００、及び信号
制御部（ｓｉｇｎａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）６００を含む。
【００２２】
　液晶表示板アセンブリ３００は、複数の信号線（ｓｉｇｎａｌ　ｌｉｎｅ）（図示せず
）と、これに接続されて、ほぼ行列状に配列された複数の画素（ｐｉｘｅｌ）（ＰＸ）と
を含む。反面、図２に示した構造から見れば、液晶表示板アセンブリ３００は、互いに対
向する下部表示板１００と上部表示板２００、及びその間に挿入されている液晶層３を含
む。
【００２３】
　信号線は、ゲート信号（「走査信号」ともいう）を伝達する複数のゲート線と、データ
電圧を伝達する複数対のデータ線とを含む。ゲート線は、ほぼ行方向に延び、互いにほぼ
平行に配置され、データ線は、ほぼ列方向に延び、互いにほぼ平行に配置されている。
【００２４】
　各画素（ＰＸ）は液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）を含むが、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は下
部表示板１００の第１画素電極（ＰＥａ）と第２画素電極（ＰＥｂ）を二つの端子とし、
第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の間の液晶層３は誘電体として機能する。
【００２５】
　液晶層３は誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子は、電界がない状態でその長軸が
二つの表示板の表面に対して垂直となるように配向されているとよい。
【００２６】
　第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）を含む画素電極（ＰＥ）及び共通電極（ＣＥ
）は、互いに異なる層に形成されるか、または同じ層に形成されてもよい。液晶キャパシ
タ（Ｃｌｃ）の補助的な役割を果たす第１及び第２ストレージキャパシタ（Ｃｓｔａ、Ｃ
ｓｔｂ）は、下部表示板１００に具備された別途の電極（図示せず）が第１及び第２画素
電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）それぞれと絶縁体を介在して重畳して形成されることができる。
図示していないが、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置は上部表示板２００に形
成されており、一定の大きさの電圧が印加される追加的な電極を含むこともでき、追加電
極は透明なものでありうる。
【００２７】
　一方、色表示を実現するためには、各画素（ＰＸ）が基本色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌ
ｏｒ）のうちの一つを固有に表示するか（空間分割）、または各画素（ＰＸ）が時間によ
り交互に基本色を表示する（時間分割）ようにして、これら基本色の空間的、時間的な相
互作用によって所望の色が認識されるようにする。基本色の例としては赤色、緑色、青色
など三原色または黄色（ｙｅｌｌｏｗ）、青緑色（ｃｙａｎ）、紫紅色（ｍａｇｅｎｔａ
）などが挙げられる。また、各画素は基本色以外に基本色の混合色または白色（ｗｈｉｔ
ｅ）をさらに表示することができる。図２は、空間分割の一例として、各画素（ＰＸ）が
第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）に対応する上部表示板２００の領域に基本色の
うちの一つを表示するカラーフィルタ（ＣＦ）を設けることを示している。図２とは異な
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って、カラーフィルタ（ＣＦ）は下部表示板１００の第１及び第２画素電極（ＰＥａ、Ｐ
Ｅｂ）の上または下に設けることも可能である。
【００２８】
　液晶表示板アセンブリ３００には少なくとも一つの偏光子（図示せず）が備えられてい
る。
【００２９】
　以下、図３と共に、図１及び図２を参照して、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置
の駆動方法の一例について説明する。
【００３０】
　図３は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の概略的な断面図である。
【００３１】
　図３を参照すると、第１画素電極（ＰＥａ）に第１電圧が印加され、第２画素電極（Ｐ
Ｅｂ）には第２電圧が印加されて、第１画素電極（ＰＥａ）と第２画素電極（ＰＥｂ）に
印加される第１電圧と第２電圧は互いに極性が異なることができる。この時、第１画素電
極（ＰＥａ）と第２画素電極（ＰＥｂ）に印加される第１電圧と第２電圧は、画素（ＰＸ
）が表示しようとする輝度に対応する電圧である。
【００３２】
　このように、第１画素電極（ＰＥａ）と第２画素電極（ＰＥｂ）に印加される第１電圧
と第２電圧の差は液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の充電電圧、つまり、画素電圧として現れる
。液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の両端に電位差が生じれば、図３に示したように、表示板１
００、２００の表面に平行な電界が第１画素電極（ＰＥａ）と第２画素電極（ＰＥｂ）の
間の液晶層３に生成される。液晶分子３１が正の誘電率異方性を有する場合、液晶分子３
１はその長軸が電界の方向に平行するように傾斜し、その傾斜程度は画素電圧の大きさに
よって異なる。このような液晶層３をＥＯＣ（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ-ｉｎｄｕｃｅ
ｄ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）モードという。また、液晶分子３１の
傾斜程度によって液晶層３を通過する光の偏光の変化程度が異なる。このような偏光の変
化は、偏光子によって光の透過率の変化として現れ、これによって画素（ＰＸ）は所望す
る所定の輝度を表示する。
【００３３】
　次に、図４及び図５を参照して、前述した液晶表示装置の一例について詳細に説明する
。
図４は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図であり、図５は、図４の液晶表
示板アセンブリのＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【００３４】
　図４及び図５を参照すると、本発明の一実施形態に係る液晶表示板アセンブリは、互い
に対向する下部表示板１００と上部表示板２００、及びこれら二つの表示板１００、２０
０の間に挿入されている液晶層３を含む。
【００３５】
　まず、下部表示板１００について説明する。
【００３６】
　絶縁基板１１０の上に複数のゲート線（ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）１２１、複数の維持電極
線（ｓｔｏｒａｇｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｌｉｎｅ）１３１、及び第１接続導電体１３
５ａと第２接続導電体１３５ｂを含む複数のゲート導電体が形成されている。
【００３７】
　ゲート線１２１は、ゲート信号を伝達し、主に横方向に延びており、各ゲート線１２１
は、上部に突出した複数対の第１ゲート電極（ｇａｔｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１２４ａ
及び第２ゲート電極１２４ｂを含む。
【００３８】
　維持電極線１３１は、所定電圧の印加を受け、主に横方向に延びている。各維持電極線
１３１は、隣接する二つのゲート線１２１の間に位置し、下側に位置するゲート線１２１
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にさらに近接している。各維持電極線１３１は、上に突出している複数対の第１維持電極
１３３ａ及び第２維持電極１３３ｂを含む。接続導電体１３５ａ、１３５ｂは、画素領域
の周縁と中央部に配置されている。
【００３９】
　ゲート導電体は、単一膜または多重膜構造を有することができる。
【００４０】
　ゲート導電体の上には窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）または酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）などから
なるゲート絶縁膜（ｇａｔｅ　ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）１４０が形成されて
いる。
【００４１】
　ゲート絶縁膜１４０の上には水素化非晶質または多結晶シリコンなどからなる複数対の
第１半導体１５４ａ及び第２半導体１５４ｂが形成されている。第１半導体１５４ａ及び
第２半導体１５４ｂは、それぞれ第１ゲート電極１２４ａ及び第２ゲート電極１２４ｂの
上に位置する。
【００４２】
　それぞれの第１半導体１５４ａの上には一対のオーミックコンタクト部材（図示せず）
が形成されており、それぞれの第２半導体１５４ｂの上にも一対の島型オーミックコンタ
クト部材１６３ｂ、１６５ｂが形成されている。オーミックコンタクト部材１６３ｂ、１
６５ｂは、リンなどのｎ型不純物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶質シリ
コンなどの物質、またはシリサイド（ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で形成することができる。本発
明の他の実施形態に係る液晶表示装置の場合、オーミックコンタクト部材１６３ｂ、１６
５ｂは省略可能である。より具体的に、第１半導体１５４ａ及び第２半導体１５４ｂが酸
化物半導体を含む場合、オーミックコンタクト部材１６３ｂ、１６５ｂは省略可能である
。
【００４３】
　オーミックコンタクト部材１６３ｂ、１６５ｂ及びゲート絶縁膜１４０の上には、複数
のデータ線１７１ａ、電圧伝達線１７２、及び複数対の第１ドレイン電極（ｄｒａｉｎ　
ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７５ａと第２ドレイン電極１７５ｂを含むデータ導電体が形成さ
れている。
【００４４】
　データ線１７１ａは、データ信号を伝達し、主に縦方向に延びてゲート線１２１及び維
持電極線１３１と交差する。電圧伝達線１７２は一定の大きさの電圧を伝達し、データ線
１７１ａと平行に伸びてゲート線１２１及び維持電極線１３１と交差する。電圧伝達線１
７２は、第１ゲート電極１２４ａに向かってＵ字状に曲がった第１ソース電極（ｓｏｕｒ
ｃｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７３ａを含む。
【００４５】
　各データ線１７１ａは、第２ゲート電極１２４ｂに向かってＵ字状に曲がった第２ソー
ス電極１７３ｂを含む。
【００４６】
　電圧伝達線１７２が伝達する電圧は一定の大きさを有することができ、フレーム別に極
性が変化するとよい。図示していないが、本実施形態に係る液晶表示装置は複数の画素を
含むことができ、電圧伝達線１７２は、走査線方向に隣接して配置されている少なくとも
三つの画素ごとに一つずつ配置され、三つの画素のうちの少なくとも二つの第１ソース電
極１７３ａは、接続部材（図示せず）によって電圧伝達線１７２に接続され、電圧伝達線
１７２から信号の印加を受ける。したがって、一つの電圧伝達線１７２は少なくとも三つ
の画素に電圧を伝達することができる。
【００４７】
　第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂは、棒状の一端部と、面積の
広い他端部とを含む。第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂの棒状の
一端部は、第１ゲート電極１２４ａ及び第２ゲート電極１２４ｂの中心まで伸び、第１ソ
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ース電極１７３ａ及び第２ソース電極１７３ｂと対向し、曲がった第１ソース電極１７３
ａ及び第２ソース電極１７３ｂによって一部が取り囲まれている。面積が広い他端部は、
後述する第１コンタクトホール１８５ａまたは第２コンタクトホール１８５ｂを通じて第
１画素電極１９１ａまたは第２画素電極１９１ｂと電気的に接続されている。
【００４８】
　第１ゲート電極１２４ａ、第１ソース電極１７３ａ、及び第１ドレイン電極１７５ａは
、第１半導体１５４ａと共に第１薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉ
ｓｔｏｒ、ＴＦＴ）を構成し、第１薄膜トランジスタのチャネル（ｃｈａｎｎｅｌ）は、
第１ソース電極１７３ａと第１ドレイン電極１７５ａの間の第１半導体１５４ａに形成さ
れる。
【００４９】
　第２ゲート電極１２４ｂ、第２ソース電極１７３ｂ、及び第２ドレイン電極１７５ｂは
、第２半導体１５４ｂと共に第２薄膜トランジスタを構成し、第２薄膜トランジスタのチ
ャネルは、第２ソース電極１７３ｂと第２ドレイン電極１７５ｂの間の第２半導体１５４
ｂに形成される。
【００５０】
　データ導電体１７１ａ、１７２、１７５ａ、１７５ｂは、単一膜または多重膜構造を有
することができる。
【００５１】
　オーミックコンタクト部材１６３ｂ、１６５ｂは、その下の半導体１５４ａ、１５４ｂ
と、その上のデータ導電体１７１ａ、１７２、１７５ａ、１７５ｂとの間にだけ存在し、
これらの間の接触抵抗を低くする。半導体１５４ａ、１５４ｂには、ソース電極１７３ａ
、１７３ｂとドレイン電極１７５ａ、１７５ｂの間をはじめとして、データ導電体１７１
ａ、１７２、１７５ａ、１７５ｂによって覆われずに露出した部分がある。
【００５２】
　データ導電体１７１ａ、１７２、１７５ａ、１７５ｂ及び露出した半導体１５４ａ、１
５４ｂ部分の上には、無機絶縁物または有機絶縁物などからなる保護膜（ｐａｓｓｉｖａ
ｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ）１８０が形成されている。
【００５３】
　保護膜１８０には、第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂの面積が
広い一端部を露出する複数のコンタクトホール１８５ａ、１８５ｂが形成されており、保
護膜１８０及びゲート絶縁膜１４０には、接続導電体１３５ａ、１３５ｂの一部を露出す
る複数のコンタクトホール１８６ａ、１８６ｂ、１８７ａ、１８７ｂが形成されている。
【００５４】
　保護膜１８０の上にはＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）またはＩＺＯ（ｉ
ｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）などの透明な導電物質やアルミニウム、銀、クロム
またはその合金などの反射性金属からなる複数対の第１及び第２画素電極（ｐｉｘｅｌ　
ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１９１ａ、１９１ｂを含む複数の画素電極１９１が形成されている
。
【００５５】
　図４に示したように、一画素電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素
電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ
及び第２画素電極１９１ｂは全体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上
下の二つの副領域に分かれる。
【００５６】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２及び複数
の第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部
１９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の
第３枝部１９１ｂ２及び複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
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【００５７】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【００５８】
　第１画素電極１９１ａは、コンタクトホール１８５ａを通じて第１ドレイン電極１７５
ａと物理的、電気的に接続されており、第１ドレイン電極１７５ａから電圧伝達線１７２
を通じて伝達される電圧の印加を受ける。また、第２画素電極１９１ｂは、コンタクトホ
ール１８５ｂを通じて第２ドレイン電極１７５ｂと物理的、電気的に接続されており、デ
ータ線１７１ａに流れる第１データ電圧の印加を受ける。第１副画素電極１９１ａ及び第
２副画素電極１９１ｂは、その間の液晶層３部分と共に液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）を形成
し、第１薄膜トランジスタ及び第２薄膜トランジスタが遮断された後にも印加された電圧
を維持する。
【００５９】
　第１副画素電極１９１ａ及び第２副画素電極１９１ｂと接続された第１ドレイン電極１
７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂの広い端部は、ゲート絶縁膜１４０を介在して維持
電極１３３ａ、１３３ｂと重畳してストレージキャパシタを形成し、ストレージキャパシ
タは液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の電圧維持能力を強化する。
【００６０】
　第１画素電極１９１ａの第１幹部１９１ａ１は、コンタクトホール１８６ａを通じて第
１接続線１３５ｂと接続し、第１画素電極１９１ａの第２幹部１９１ａ３は、コンタクト
ホール１８６ｂを通じて第１接続線１３５ｂと接続して、第１ドレイン電極１７５ａから
電圧の印加を受ける。
【００６１】
　第２画素電極１９１ｂの第１幹部１９１ｂ１は、コンタクトホール１８７ａを通じて第
２接続部１３５ａと接続し、第２画素電極１９１ｂの第２幹部１９１ｂ３は、コンタクト
ホール１８７ｂを通じて第２接続部１３５ａと接続して、第２ドレイン電極１７５ｂから
電圧の印加を受ける。
【００６２】
　表示板１００の内側面には下部配向膜（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ）（図示せず
）が塗布されており、下部配向膜は垂直配向膜であるとよい。図示していないが、下部配
向膜１１の上には高分子層を形成することができ、高分子層は液晶分子３１の初期配向方
向によって形成されている重合体の枝を含むことができる。高分子層は、紫外線などの光
による重合反応（ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ）によって硬化する単量体（ｍｏｎｏｍ
ｅｒ）などの前重合体（ｐｒｅｐｏｌｙｍｅｒ）を光に露出し重合して形成することがで
き、重合体の枝によって液晶分子の配向力を調節することができる。
【００６３】
　次に、上部表示板２００について説明する。
【００６４】
　透明なガラスまたはプラスチックなどからなる絶縁基板２１０の上に遮光部材（ｌｉｇ
ｈｔ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）２２０が形成されている。遮光部材２２０は、
画素電極１９１の間の光漏れを防止し、画素電極１９１と対向する開口領域を定義する。
【００６５】
　基板２１０及び遮光部材２２０の上には、また、複数のカラーフィルタ２３０が形成さ
れている。カラーフィルタ２３０は遮光部材２２０によって取り囲まれた領域内に大部分
存在し、データ線方向に並ぶ画素電極１９１の列に沿って長く延びることができる。各カ
ラーフィルタ２３０は、赤色、緑色、及び青色の三原色、または黄色、青緑色、紫紅色な
ど基本色のうちの一つを表示することができ、この他の多数の色を表示することが可能で
ある。また、各画素は、基本色以外に基本色の混合色または白色をさらに表示することが
できる。
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【００６６】
　カラーフィルタ２３０及び遮光部材２２０の上には蓋膜（ｏｖｅｒｃｏａｔ）２５０が
形成されている。蓋膜２５０は（有機）絶縁物で形成でき、カラーフィルタ２３０が露出
することを防止し、平坦面を提供する。蓋膜２５０は省略可能である。しかし、本発明の
他の実施形態に係る液晶表示装置の場合、カラーフィルタ２３０と遮光部材２２０のうち
の少なくとも一つは下部表示板１００に形成することができる。
【００６７】
　表示板２００の内側面には上部配向膜（図示せず）が塗布されており、上部配向膜は垂
直配向膜でありうる。図示していないが、上部配向膜の上にも高分子層を形成することが
できる。高分子層は、紫外線などの光による重合反応によって硬化する単量体などの前重
合体が光に露出して形成でき、液晶分子の配向力を調節することができる。高分子層は液
晶分子の初期配向方向によって形成されている重合体の枝を含むことができる。
【００６８】
　表示板１００、２００の外側面には偏光子（ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）（図示せず）を備え
ることができる。
【００６９】
　下部表示板１００と上部表示板２００の間に挿入されている液晶層３は、正の誘電率異
方性を有する液晶分子３１を含み、液晶分子３１は、電界がない状態でその長軸が二つの
表示板１００、２００の表面に対して垂直となるように配向されているとよい。
【００７０】
　第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂに大きさの異なる電圧を印加すると、表
示板１００、２００の表面にほぼ水平である電界（ｅｌｅｃｔｒｉｃ　ｆｉｅｌｄ）が生
成される。これにより、初期に表示板１００、２００の表面に対して垂直に配向されてい
た液晶層３の液晶分子が、電界に応答して、その長軸が電界の方向に対して水平方向に傾
斜し、液晶分子の傾斜程度によって液晶層３への入射光の偏光の変化程度が異なる。この
ような偏光の変化は偏光子によって透過率の変化として現れ、これを通じて液晶表示装置
は映像を表示する。
【００７１】
　このように垂直配向された液晶分子３１を使用すれば、液晶表示装置のコントラスト比
を大きくすることができ、広視野角を実現することができる。さらに、表示板１００、２
００に対して垂直配向された液晶分子３１を使用する場合、液晶表示装置のコントラスト
比を大きくすることができ、広視野角を実現することができる。また、正の誘電率異方性
を有する液晶分子３１は、負の誘電率異方性を有する液晶分子に比べて、誘電率異方性が
大きく、回転粘度が低くて、速い応答速度を得ることができる。
【００７２】
　次に、図６Ａ及び図６Ｂを参照して、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の画素の
形態について説明する。図６Ａは、図４及び図５に示した実施形態に係る液晶表示装置の
画素の形態を示す配置図であり、図６Ｂは、図６Ａにおける点線部分の拡大図である。
【００７３】
　図６Ａ及び図６Ｂを参照すると、一画素電極（ＰＥ）の全体的な外郭形状は四角形であ
り、第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）は、間隙を有して噛み合っている複数の枝
部と、複数の枝部を互いに接続する幹部とを含む。第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥ
ｂ）は全体的に仮想的な横中央線（ＣＬ）を境界として反転対称を成し、上下の二つの副
領域に分かれる。しかし、本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の場合、画素電極（
ＰＥ）の外郭形状は信号線の方向に沿って折れ曲がっている形態を有することができる。
【００７４】
　第１画素電極（ＰＥａ）は、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部
１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数
の第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極（ＰＥｂ）は、下部幹部１９１ｂ１と上部幹
部１９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数
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の第３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【００７５】
　第１画素電極（ＰＥａ）の下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極（Ｐ
Ｅ）の左側と右側に配置され、第２画素電極（ＰＥｂ）の下部幹部１９１ｂ１と上部幹部
１９１ｂ３は一画素電極（ＰＥ）の左側と右側に配置される。
【００７６】
　これによって、一画素電極（ＰＥ）の左側と右側に配置されるデータ線と画素電極（Ｐ
Ｅ）が重畳して形成する寄生容量の大きさを、画素電極（ＰＥ）の左側と右側で対称とな
るように形成することができるので、第１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ
）と左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【００７７】
　第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の枝部は、一定の間隔をおいて互いに噛み合
って交互に配置され、櫛目状をしている。第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の枝
部の間隔は約２０μｍ以内であるのが好ましい。隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域
と、隣接する枝部間の間隔が狭い高階調領域が存在する。より具体的に、隣接する枝部間
の間隔が広ければ、隣接する枝部間の間隔が相対的に狭い領域に比べて、隣接する枝部間
に形成される電界の強さが小さくなって、相対的に低い階調を示すようになる。類似する
ように、隣接する枝部間の間隔が狭ければ、隣接する枝部間の間隔が相対的に広い領域に
比べて、隣接する枝部間に形成される電界の強さが大きくなって、相対的に高い階調を示
すようになる。
【００７８】
　このように一画素（ＰＸ）における第１及び第２副画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の間の
間隔を種々にすることによって、液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることが
でき、一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができる。このように、液晶
が傾斜角度を種々にすることによって、一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示す
ことができるので、側面から見る映像を正面から見る映像に最大限近づけることができ、
側面視認性を向上させることができる。
【００７９】
　一画素（ＰＸ）において、高階調領域の面積は低階調領域の面積の約２５％以下、より
具体的に約１６％以下であるとよい。
【００８０】
　第１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１
ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４と、横中央線（ＣＬ）に平行なゲート線１２１とが成す第
１角度（θ１）は、約４５度であるとよい。本実施形態に係る液晶表示装置の第１画素電
極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１
ｂ２、１９１ｂ４中の第２画素電極（ＰＥｂ）の一部枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４は、枝
部１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す角度が、第１角度（θ１）より大きい
第２角度（θ２）である第１部分、及び第１角度（θ１）より小さい第３角度（θ３）で
ある第２部分を含み、第１部分と第２部分は交互に配置されているとよい。ここで、第１
角度（θ１）と第２角度（θ２）の差、または第１角度（θ１）と第３角度（θ３）の差
は、約３度乃至約２２．５度であるとよい。例えば、第２角度（θ２）は４５度より約３
度乃至約２２．５度大きくてもよく、第３角度（θ３）は４５度より約３度乃至約２２．
５度小さくてもよい。第１部分と第２部分は高階調領域に配置されるとよい。
【００８１】
　このように、枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す角度を種々にするこ
とによって、一画素（ＰＸ）内で液晶層３の液晶分子３１が傾斜する方向を種々にするこ
とができ、これにより、位置によって明るさを多様化することができる。このように、液
晶の傾斜方向を種々にすることによって、一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示
すことができるので、側面から見る映像を正面から見る映像に最大限近づけることができ
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、側面視認性を向上させることができる。
【００８２】
　しかし、本発明の実施形態に係る液晶表示板アセンブリの一画素（ＰＸ）の第１及び第
２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の形態はこれに限定されず、画素電極（ＰＥ）は、第１及
び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の少なくとも一部分が同じ層に形成されて交互に配置
される全ての形態を含むことができる。
【００８３】
　以下、図７、図８Ａ、及び図８Ｂを参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示
装置について説明する。図７は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図で
あり、図８Ａは、図７に示した実施形態に係る液晶表示装置の画素の形態を示す配置図で
あり、図８Ｂは、図８Ａにおける点線部分の拡大図である。
【００８４】
　図７、図８Ａ、及び図８Ｂを参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置の形態は図４
乃至図６に示した実施形態に係る液晶表示装置と類似している。しかし、本実施形態に係
る液晶表示装置の画素電極（ＰＥ）の形態は、図４乃至図６に示した実施形態に係る液晶
表示装置と多少相異している。
【００８５】
　図７、図８Ａ、及び図８Ｂを参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置の一画素電極
（ＰＥ）の全体的な形態は、図６Ａ及び図６Ｂに示した実施形態による一画素電極（ＰＥ
）の形態と類似している。
【００８６】
　一画素電極（ＰＥ）の外郭形状は四角形であり、第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥ
ｂ）は、間隙を有して噛み合っている複数の枝部と、複数の枝部を互いに接続する幹部を
含む。第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）は全体的に仮想的な横中央線（ＣＬ）を
境界として反転対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【００８７】
　第１画素電極（ＰＥａ）は、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部
１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数
の第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極（ＰＥｂ）は、下部幹部１９１ｂ１と上部幹
部１９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数
の第３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【００８８】
　第１画素電極（ＰＥａ）の下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極（Ｐ
Ｅ）の左側と右側に配置され、第２画素電極（ＰＥｂ）の下部幹部１９１ｂ１と上部幹部
１９１ｂ３は一画素電極（ＰＥ）の左側と右側に配置される。
【００８９】
　第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の枝部は、一定の間隔をおいて互いに噛み合
って交互に配置され、櫛目状をしている。隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣
接する枝部間の間隔が狭い高階調領域が存在する。このように一画素（ＰＸ）における第
１及び第２副画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の間の間隔を種々にすることによって、液晶層
３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることができ、一つの映像情報に対して互いに異
なる輝度を示すことができる。このように、液晶の傾斜角度を種々にすることによって、
一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができるので、側面から見る映像を
正面から見る映像に最大限近づけることができ、側面視認性を向上することができる。
【００９０】
　第１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１
ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４と、横中央線（ＣＬ）と平行なゲート線１２１とが成す第
１角度（θ１）は、約４５度であるとよい。しかし、図６に示した実施形態とは異なって
、本実施形態に係る液晶表示装置の第１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）
の複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４中の第２画素電極（ＰＥ



(13) JP 2012-163948 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

ｂ）の一部枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４だけでなく、第１画素電極（ＰＥａ）の一部枝部
１９１ａ２、１９１ａ４も、ゲート線１２１と成す角度が第１角度（θ１）とは異なる第
２角度（θ２）である第１部分、及び第３角度（θ３）である第２部分を含み、第１部分
と第２部分は交互に配置されているとよい。ここで、第１角度（θ１）と第２角度（θ２
）の差、または第１角度（θ１）と第３角度（θ３）の差は約３度乃至約２２．５度であ
るとよい。第１部分と第２部分は高階調領域に配置されるとよい。
【００９１】
　このように、枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す角度を種々にするこ
とによって、一画素（ＰＸ）内で液晶層３の液晶分子３１が傾斜する方向を種々にするこ
とができ、これにより、位置によって明るさを多様化することができる。このように、液
晶の傾斜方向を種々にすることによって、一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示
すことができるので、側面から見る映像を正面から見る映像に最大限近づけることができ
、側面視認性を向上させることができる。
【００９２】
　しかし、本発明の実施形態に係る液晶表示板アセンブリの一画素（ＰＸ）の第１及び第
２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の形態はこれに限定されず、画素電極（ＰＥ）は、第１及
び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の少なくとも一部分が同じ層に形成されて、交互に配
置される全ての形態を含むことができる。
【００９３】
　図４乃至図６Ｂを参照して前述した実施形態に係る液晶表示装置の全ての特徴は、本実
施形態に係る液晶表示装置に全て適用可能である。
【００９４】
　以下、図９、図１０Ａ、及び図１０Ｂを参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶
表示装置について説明する。図９は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置
図であり、図１０Ａは、図９に示した実施形態に係る液晶表示装置の画素の形態を示す配
置図であり、図１０Ｂは、図１０Ａにおける点線部分の拡大図である。
【００９５】
　図９、図１０Ａ、及び図１０Ｂを参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置の形態は
、前述した実施形態に係る液晶表示装置と類似している。しかし、本実施形態に係る液晶
表示装置の画素電極（ＰＥ）の形態は、前述した実施形態に係る液晶表示装置と多少相異
している。
【００９６】
　図９、図１０Ａ、及び図１０Ｂを参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置の一画素
電極（ＰＥ）の全体的な形態は、前述した実施形態に係る一画素電極（ＰＥ）の形態と類
似している。
【００９７】
　一画素電極（ＰＥ）の外郭形状は四角形であり、第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥ
ｂ）は、間隙を有して噛み合っている複数の枝部と、複数の枝部を互いに接続する幹部と
を含む。第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）は全体的に仮想的な横中央線（ＣＬ）
を境界として反転対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【００９８】
　第１画素電極（ＰＥａ）は、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部
１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数
の第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極（ＰＥｂ）は、下部幹部１９１ｂ１と上部幹
部１９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数
の第３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【００９９】
　１画素電極（ＰＥａ）の下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極（ＰＥ
）の左側と右側に配置され、第２画素電極（ＰＥｂ）の下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３は一画素電極（ＰＥ）の左側と右側に配置される。
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【０１００】
　第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の枝部は、一定の間隔をおいて互いに噛み合
って交互に配置され、櫛目状をしている。隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣
接する枝部間の間隔が狭い高階調領域が存在する。このように一画素（ＰＸ）における第
１及び第２副画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の間の間隔を種々にすることによって、液晶層
３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることができ、一つの映像情報に対して互いに異
なる輝度を示すことができる。このように、液晶の傾斜角度を種々にすることによって、
一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができるので、側面から見る映像を
正面から見る映像に最大限近づけることができ、側面視認性を向上させることができる。
【０１０１】
　第１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１
ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４と、横中央線（ＣＬ）に平行なゲート線１２１とが成す角
度は、約４５度であるとよい。しかし、図６Ａ及び図６Ｂまたは図８Ａ及び図８Ｂに示し
た実施形態とは異なって、本実施形態に係る液晶表示装置の第１画素電極（ＰＥａ）及び
第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４
は、ゲート線１２１と成す角度が第４角度（θ４）である第３部分と第５角度（θ５）で
ある第４部分に分かれる。第３部分と第４部分が占める領域の面積はほぼ同一であるとよ
い。また、第３部分と第４部分は高階調領域に配置されるとよい。本実施形態において、
第３部分で枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成
す第４角度（θ４）は、第４部分で枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ
４とゲート線１２１が成す第５角度（θ５）より小さくてもよく、その差は約３度乃至約
２２．５度であるとよい。また、第５角度（θ５）は約４５度であるとよい。
【０１０２】
　このように、枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す角度が互いに異なる
複数の領域を形成することによって、一画素（ＰＸ）内で液晶層３の液晶分子３１が傾斜
する方向を種々にすることができ、これにより、位置によって明るさを多様化することが
できる。このように、液晶の傾斜方向を種々にすることによって、一つの映像情報に対し
て互いに異なる輝度を示すことができるので、側面から見る映像を正面から見る映像に最
大限近づけることができ、側面視認性を向上することができる。
【０１０３】
　しかし、本発明の実施形態に係る液晶表示板アセンブリの一画素（ＰＸ）の第１及び第
２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の形態はこれに限定されず、画素電極（ＰＥ）は、第１及
び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の少なくとも一部分が同じ層に形成されて、交互に配
置される全ての形態を含むことができる。
【０１０４】
　図４乃至図６Ｂ、及び図７乃至図８Ｂを参照して前述した実施形態に係る液晶表示装置
の全ての特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置に全て適用可能である。
【０１０５】
　以下、図１１、図１２Ａ、及び図１２Ｂを参照して、本発明の他の一実施形態に係る液
晶表示装置の画素電極の形態について説明する。図１１は、本発明の他の一実施形態に係
る液晶表示装置の配置図であり、図１２Ａは、図１１に示した実施形態に係る液晶表示装
置の画素の形態を示す配置図であり、図１２Ｂは、図１２Ａにおける点線部分の拡大図で
ある。
【０１０６】
　図１１、図１２Ａ、及び図１２Ｂを参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置の形態
は前述した実施形態に係る液晶表示装置と類似している。しかし、本実施形態による液晶
表示装置の画素電極（ＰＥ）の形態は、前述した実施形態に係る液晶表示装置と多少相異
している。
【０１０７】
　図１１、図１２Ａ、及び図１２Ｂを参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置の一画
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素電極（ＰＥ）の全体的な形態は、前述した実施形態に係る一画素電極（ＰＥ）の形態と
類似している。
【０１０８】
　一画素電極（ＰＥ）の外郭形状は四角形であり、第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥ
ｂ）は、間隙を有して噛み合っている複数の枝部と、複数の枝部を互いに接続する幹部と
を含む。第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）は全体的に仮想的な横中央線（ＣＬ）
を境界として反転対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１０９】
　第１画素電極（ＰＥａ）は、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部
１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数
の第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極（ＰＥｂ）は、下部幹部１９１ｂ１と上部幹
部１９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数
の第３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１１０】
　第１画素電極（ＰＥａ）の下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極（Ｐ
Ｅ）の左側と右側に配置され、第２画素電極（ＰＥｂ）の下部幹部１９１ｂ１と上部幹部
１９１ｂ３は一画素電極（ＰＥ）の左側と右側に配置される。
【０１１１】
　第１及び第２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の枝部は、一定の間隔をおいて互いに噛み合
って交互に配置され、櫛目状をしている。隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣
接する枝部間の間隔が狭い高階調領域が存在する。このように一画素（ＰＸ）における第
１及び第２副画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の間の間隔を種々にすることによって、液晶層
３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることができ、一つの映像情報に対して互いに異
なる輝度を示すことができる。このように、液晶の傾斜角度を種々にすることによって、
一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができるので、側面から見る映像を
正面から見る映像に最大限近づけることができ、側面視認性を向上させることができる。
【０１１２】
　第１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１
ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４と、横中央線（ＣＬ）に平行なゲート線１２１とが成す角
度は、約４５度であるとよい。しかし、図６Ａ及び図６Ｂ、図８Ａ及び図８Ｂ、または図
１０Ａ及び図１０Ｂに示した実施形態とは異なって、本実施形態による液晶表示装置の第
１画素電極（ＰＥａ）及び第２画素電極（ＰＥｂ）の複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４は、ゲート線１２１と成す角度が第６角度（θ６）である第５
部分と、ゲート線１２１と成す角度が第７角度（θ７）である第６部分に分かれる。第５
部分と第６部分が占める領域はほぼ同一であるとよい。また、第５部分と第６部分は高階
調領域に配置されるとよい。本実施形態において、第６部分で枝部１９１ａ２、１９１ａ
４、１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す第７角度（θ７）は、第５部分で枝
部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す第６角度（
θ６）より大きくてもよく、その差は約３度乃至約２２．５度であるとよい。また、第６
角度（θ６）は約４５度であるとよい。
【０１１３】
　このように、枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４とゲート線１２１が成す角度が互いに異なる
複数の領域を形成することによって、一画素（ＰＸ）内で液晶層３の液晶分子３１が傾斜
する方向を種々にすることができ、これにより、位置によって明るさを多様化することが
できる。このように、液晶の傾斜方向を種々にすることによって、一つの映像情報に対し
て互いに異なる輝度を示すことができるので、側面から見る映像を正面から見る映像に最
大限近づけることができ、側面視認性を向上させることができる。
【０１１４】
　しかし、本発明の実施形態に係る液晶表示板アセンブリの一画素（ＰＸ）の第１及び第
２画素電極（ＰＥａ、ＰＥｂ）の形態はこれに限定されず、画素電極（ＰＥ）は、第１及
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置される全ての形態を含むことができる。
【０１１５】
　以上、図４乃至図６Ｂ、図７乃至図８Ｂ、または図９乃至図１０Ｂを参照して説明した
実施形態に係る液晶表示装置の画素電極の全ての特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置
の画素電極に全て適用可能である。
【０１１６】
　前述した実施形態に係る液晶表示装置の信号線及び画素の配置と駆動方法は、少なくと
も一部分が同じ層に形成されて、交互に配置される第１画素電極と第２画素電極を含む全
ての形態の画素構造に適用できる。
【０１１７】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されず、次の特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の
種々の変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【符号の説明】
【０１１８】
３　液晶層
３１　液晶分子
１００　下部表示板
１２１　ゲート線
１３５ａ、１３５ｂ　接続導電体
１４０　ゲート絶縁膜
１６３ｂ、１６５ｂ　オーミックコンタクト部材
１７１ａ　データ線
１７２　電圧伝達線
１７５ａ、１７５ｂ　第１、第２ドレイン電極
１８０　保護膜
１８５ａ、１８５ｂ、１８６ａ、１８６ｂ、１８７ａ、１８７ｂ　コンタクトホール
２００　上部表示板
２２０　遮光部材
２３０　カラーフィルタ
２５０　蓋膜
ＰＸ　画素
ＰＥ　画素電極
ＰＥａ、ＰＥｂ　第１、２画素電極
１９１ａ１、１９１ｂ１　下部幹部
１９１ａ３、１９１ｂ３　上部幹部
１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４　画素電極の枝部
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